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釈迦八相涅槃図 しゃかはっそうねはんず
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県指定
所在地：高倉

黒神馬絵馬 くろしんめのえま

市指定
所在地：黒岡

絹本
けんぽん

の涅槃図である。
中央の宝台上に釈迦入滅
の姿を描き、画面の左右
両辺に区画して仏伝図を
描く。虚空の真中は月、
右側に阿那律

あ な り つ

に導かれて
利天より飛来する摩耶夫

ま や ぶ

人
にん

とその侍女が描かれる。
仏、菩薩、天、衆生、動
物の描写に優れ、鎌倉時
代の涅槃図として大変貴
重である。
縦122.5㎝、横125.5㎝。

慶安2年（1649）に、篠
山藩主松平忠国

ただくに

が明石へ
転封の際に奉納した絵馬
で、黒岡春日神社の絵馬
堂に掲げられている。
狩野尚信

なおのぶ

の筆と伝えら
れ、「筆力雄健」の一語に
集約される筆致である。
その勢いから、絵から抜
けだし畠の豆を食い荒ら
すという伝説を生み出し
た。
縦153㎝、横179㎝。


